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共通英語における効果的なスピーキングの指導について
－“ステップ・バイ・ステップ”インタビュー活動の実践を通して－
An Effective Method to Help Japanese Learners Develop Interest 






　One of the controversial issues in the English education in Japan is that most Japanese people are 
unable to use English as a tool of communication even after spending many years to study it. Japanese 
college students with non-English majors generally feel unmotivated in studying English despite 
having studied English at secondary schools for six years and indicating a desire to be able to speak 
English. That is one of the reasons Japanese college teachers in charge of General English (Kyotsu 
Eigo), which is usually a required subject for non-English major freshmen, have been struggling to 
teach those students effectively. In order to improve this situation, “Step-by -Step” Interview Activity, 
which consists of the two parts: interview activity and interview test, was carried out in General 
English II classes over a period of six months. This paper examines how “Step-by-Step” Interview 
Activity helps non-English major students feel more interested in speaking English. A questionnaire 
survey and interview test were administered to 108 and 110 non-English major freshmen at Okinawa 
International University respectively. The results indicate that both the interview activity and interview 
test contribute to enhancing interest in speaking English, which means“Step-by-Step”Interview 
Activity is an effective method to help Japanese learners develop interest in speaking English. This 
paper also discusses the importance of planning before conducting successful interview activities, 
























ス等の英語圏において英語を学習する場合にはESL（English as a Second Language：第二言




















しているかの調査を行っている。予め評価の基準を(a) Overall communicative effectiveness
の 全 体 的 な 評 価 と、(b) Grammatical accuracy, (c) Fluency, (d) Vocabulary, (e) Pronunciation, 
(f) Content elaboration/developmentの各項目に統一した場合、各評価者がどの基準を重視
し評価しているかの分析を試みている。その結果、モノローグの全体的な評価である(a) 



































同学習）」について、Nassaji & Fotos (2011) は次のように述べている。
　
　When learners collaborate with others, they master what they have not been able to master 
independently. This happens particularly when learners interact with a more capable person. In such 
cases, the less capable participant’s language skills can be expanded and elevated to a higher level 














考えると、Nation & Newton (2009) が主張する“Pushed Output”の1つとして捉えることがで
きる。彼らは、“Pushed Output”について、次のように述べている。
　Pushed output extends speakers and in doing so heightens their awareness of the importance of 
particular grammatical features in productive use of the language. 




































④ Q&A と 
報告 































































































































































下の点数はいなかった。例えば、“How many brothers and sisters do you have?”の問いに対して、“I 
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「インタビュー活動」と「インタビューテスト」についてのアンケート調査
（　　　　　　　　）学科　（　男、　女　）
※該当する項目に☑をして下さい。
1．授業の最初にペアで行う「インタビュー活動」についてどう思いますか。
□　良いと思う　　□　まあまあ良いと思う　　□　あまり良いとは思わない
□　良いとは思わない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2．パートナーの答えを教師に英語で報告することについてどう思いますか。
□　良いと思う　　□　まあまあ良いと思う　　□　あまり良いとは思わない
□　良いとは思わない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．「インタビュー活動」を行うとき、英語での答え方をパートナーと教え合ったりしましたか。
□　した　　□　まあまあした　　□　あまりしなかった　　□　しなかった
4．英語での答え方を1つの英文から徐々に4つの英文まで増やしましたが、どう思いますか。
□　良いと思う　　□　まあまあ良いと思う　　□　あまり良いとは思わない
□　良いとは思わない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
5．「インタビュー活動」を通して、「英語で話すこと」に興味を持つようになりましたか。
□　持つようになった　　□　やや持つようになった　　□　あまり持つようになっていない
□　持つようになっていない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
6．1人ずつ実施した「インタビューテスト」についてどう思いますか。
□　良いと思う　　□　まあまあ良いと思う　　□　あまり良いとは思わない
□　良いとは思わない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7．「インタビューテスト」を受ける前に、あなたはどのくらい練習をしましたか。
□　90分以上　　□　60～90分未満　　□　30～60分未満　　□　30分未満
8．「インタビューテスト」を終えて、「英語で話すこと」に興味を持つようになりましたか。
□　持つようになった　　□　やや持つようになった　　□　あまり持つようになっていない
□　持つようになっていない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
9．「インタビューテスト」を終えて、「英語で話すこと」に自信がつきましたか。
□　自信がついた　　□　やや自信がついた　　□　あまり自信はついていない
□　自信はついていない
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10．「インタビューテスト」を終えての感想や意見（改善点等）を自由に書いてください。
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